
 

2019年 7月 1日 

一般社団法人 日本惣菜協会 

 

 

2019年度 第二回 産地見学・商談交流会（長野県） 

開催のご案内 

《２０１９年８月２日（金）》 

－ 信州（夏）ジビエと地域食材の調達とメニュー開発 － 

 

平素より、協会活動に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

協会では、外食・中食産業と農畜水産業との取組みを積極的に推進するため、定期的に農業   

現場や産地での交流会を実施致します。 

 さて、今年度二回目の産地見学・商談交流会は、全国有数の夏秋野菜の業務用主産地である   

長野県での開催となります。 

 現在、長野県の農業関連産出額は約 3,000 億円に達し、特に外食・中食産業を含めた業務用   

需要の創出に繋がる取り組みを重視し、野菜・水産・畜産等の一次加工品の開発・販売を積極的に

行っています。 

 今回の視察では、本年 4月、農林水産省のジビエ利用モデル地区に選定された最新のジビエ加工 

センター始め、県中央部の生産法人（エノキ・水耕ハーブ野菜等）を中心に視察し、同県の     

産地育成や農産物流通のあり方について学びます。 

また、恒例となりました地元の生産者・食品企業等と外食・中食産業との商談交流会では、   

約 20 社･団体の出展を予定しており、外食・中食産業の食材調達と秋以降の新規メニューの   

ヒントをご提供致します。 

会員各社の経営幹部・仕入担当責任者の皆様におかれましては、今後の仕入れや商品展開等の 

参考となる有意義な機会となることと存じます。 

また産地や生産者との交流はもちろん、大手外食企業のバイヤーも多く参加されるため、   

外食・中食企業との情報交換を図る絶好の機会ともなりますので、ご多用中とは存じますが、   

万障お繰り合わせの上、ご参加賜りますようお願い申し上げます。 

なお今回の産地見学・商談交流会は、農水省の 6 次産業化サポート事業として、（一社）     

日本フードサービス協会との共催の下、（一社）日本ジビエ振興協会・長野県営業本部営業局の  

全面協力等により実施致します。 

記 

１．集合・解散について 

 【集合】８月２日（金）  ９：４５ ＪＲ長野駅東口 

 【解散】８月２日（金） ２０：００ 現地解散(ホテルメトロポリタン長野) 

《 お問合せ先 》 

（一社）日本惣菜協会 笠原・田中 

TEL：03-3263-0957 ／ FAX：03—3263—1325 ／ MAIL：js@nsouzai-kyoukai.or.jp 

仕入及び商品開発担当者 

の方にご案内下さい 



２．スケジュール及び内容（予定） 

■集合 ９：４５ 長野駅東口 

◎交通機関ご参考 

 東京方面から：東京（JR東京駅）７：５２着 ⇒ 長野（JR長野駅）９：３０発 ※新幹線はくたか５５３号 

■１０:２５～１２：３０  ジビエ加工センター（長野市中条町）／ 昼食 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１３:００～１３：４５  エノキタケ・キノコ加工場（長野市篠ノ井市 ㈱丸金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１４:１５～１５：００  水耕栽培野菜施設（長野市若穂 ベジ・ドリーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１５:３０～１５：５０  アグリながぬま（長野市穂保 農産物直売所） 

■１６:４５～２０：００  長野県産食材等のプレゼンテーション／各種試食検討会 

              外食・中食産業と生産者等との商談会／ 

              交流会（ホテルメトロポリタン長野） 

 

 

 

 

 

■解散 ２０：００予定  現地解散（ホテルメトロポリタン長野） 

◎交通機関ご参考 

・東京方面へ：長野（JR長野駅）２０：２６発 ⇒ 東京（JR東京駅）２１：５６着 ※新幹線かがやき５１６号 

同センターは、本年 4 月に農林水産省のジビエ利用モデル地区に選定されたことを受けて整備   

された、最新のジビエ加工施設。鉄骨平屋約 330平方メートルを有し、県内では最大級の野生鳥獣解体

処理施設。長野市は野生鳥獣による農業被害が深刻化しており、シカとイノシシの捕獲数は年間   

計約 1,500頭に上る。そのうち約 4割が長野市中条地区周辺で捕獲されている。外食・中食含めた食用

としてジビエを利活用するためには、迅速な捕獲・解体・処理・保管を基本とした安全・安心な流通が   

必要な事から、本センターは業務用に対応できるジビエの施設として県内外から期待されている。 

当日は、長野県のブランド商品「おいしい信州ふーど」の紹介をはじめ、乳製品・こんにゃく製品・

ロメインレタス・白菜・レタス・味噌製品・果実・そば・信州サーモン・信州黄金シャモ・ヤング     

リーフ・きのこ・信州ジビエ・ワイン等を生産・販売する約 20 団体の出展を行い、参加者との商談   

交流会を行います。商談会終了後には、長野県食材を活用した試食会等も予定しています。 

「きのこは木の子」という発想を原点に、培地に長野県や近県のオガ粉を使用し、種菌や栽培環境に

独自のこだわりを持って生産を行っている。風味が良く、茎が太く、歯応えが強いシャキシャキした  

美味しさは、外食・中食産業を含めた業務筋から好評を博している。現在、長野県のキノコの生産量は

全国一位で、約 156,000 トン。中でも同社のえのき茸「丸金」ブランドは、全国でも有数の生産量を  

誇るトップブランドとして定着。また。同社の工場は、ISO9001 認証を取得する等、様々な分野から   

高い評価を得ている。 

同社は県内に 2 カ所のハウスを有し、総面積は 1,500 坪に上る。独自のシステム管理を構築し、   

水耕栽培ならではの特徴を生かし、効率と品質を重視したハーブミックス野菜（商標ヤングリーフ）の

安定生産に取り組んでいる。同社が手がけるアクの少ない水菜・ルッコラ・セロリ・エンダイブ・    

クレソン等多品種のサラダ向け商材の評価は高く、各ユーザーのニーズに対応した取り組みを行って  

いる。またハウス内という制御された環境の為、病害虫の発生リスクは低く、異物の混入もなく、   

低農薬もしくは無農薬栽培が可能となることから、年間を通じて高品質で安定した出荷が可能と   

なっている。 



３．参加費  

 ３，０００円（１名様／税込） 

 ※現地までの交通費は上記に含んでおりません。 

 

４．募集人数 

 １０名 （各社の商品開発、仕入責任者、担当者の方のご参加をお願い致します。） 

 

５．申込締切日 

７月１７日（水）まで  

 ※募集人数に達した場合はお申込みを締め切らせていただきますので、予めご了承ください。 

 

６．お申し込み方法 

同送の参加申込書をＦＡＸ（０３－３２６３－１３２５）にて、７月１７日（水）までに参加費

（参加申込書内に口座記載）のお振込みと併せてお申込み下さい。 

原則として、お申込後のご返金は致しかねますので、予めご了承下さい。 

 

～ 訪問場所 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■お問合せ先 （一社）日本惣菜協会 笠原・田中 

TEL：03-3263-0957／FAX：03—3263—1325／MAIL：js@nsouzai-kyoukai.or.jp 

                       



【締切日 7月 17日（水）】 

2019年度 第二回 産地見学・商談交流会（長野県） 参加申込書 

■貴 社 名    ：                  

■お申込担当者氏名 ：                

■ご連絡先（TEL） ：             （FAX）              

     （E-MAIL）：                               

           ※当日のご集合場所等につきましては、7月の最終週に 

            お申込み担当者様と、ご参加者様にメールにてお送り致します。 

 

≪ ご参加者様情報① ≫ 

ご参加者様氏名 ご所属・お役職 
フリガナ： 

 
 

ご連絡先 

携帯電話  

E—Mail  

 

≪ ご参加者様情報② ≫ 

ご参加者様氏名 ご所属・お役職 
フリガナ： 

 
 

ご連絡先 

携帯電話  

E—Mail  

 

  《お振込先口座》 口座名 一般社団法人日本惣菜協会  

  みずほ銀行 麹町支店 普通預金１６０９４０１ 

 ■参加費お振込予定日：   月   日（金額：       円） 

  ※お申込み・お振込み期限…７月１７日（水）まで 

 ※振込手数料は貴社負担にてお願い申し上げます。また、個人名義ではなく、法人名でお振込みください。 

《参加申込書お送り先》 

FAX：03—3263—1325  担当：（一社）日本惣菜協会 笠原・田中 

15分 

 


